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ユーザガイド

高度な機能

カスタムステータスの作成

個人用ステータスメッセージを作成して、デフォルトのメッセージに置き換えることで、自分の状況を一目でわかる

ように連絡先に伝えることができます。

手順

ステップ 1 メインウィンドウでステータスメッセージフィールドを選択します。

ステップ 2 [応答可能]、[退席中]、[応答不可]、[ステータスメッセージを編集]のいずれかを選択します。

ステップ 3 表示するメッセージを入力します。

ステップ 4 キーボードの Returnキーを押します。
Cisco Jabberに、個人用ステータスメッセージが表示されます。

Mac Address Book Plug-in の設定
Mac Address Plug-inオプションを設定し、ユーザがMacアドレスブックから直接 Cisco Jabberを使用してダイヤルでき
るようにします。

手順

ステップ 1 [Jabber] > [Mac Address Book Plug-inのインストール]を選択します。

ステップ 2 [Jabber] > [設定] > [全般] > [Macアドレスブックの統合を有効にする]を選択し、クライアントを再起動し
てこの設定を有効にします。
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グループチャットを開始

手順

ステップ 1 [Jabber] > [ファイル] > [新規グループチャット]を選択します。

ステップ 2 [ユーザ]フィールドに招待する連絡先を入力します。

ステップ 3 グループチャットのテーマを入力します。

ステップ 4 [招待]を選択します。

ファイルの転送

手順

ステップ 1

チャットウィンドウで [ファイル転送]アイコン を選択できます。

ステップ 2 転送するファイルを選択します。

ステップ 3 [送信]を選択します。

プライバシーオプションの設定

プライバシーオプションを指定することで、自分のステータスの照会とメッセージの送信をコントロールできます。

連絡先をブロックすると、その連絡先のユーザは、こちらのプレゼンスステータスを確認することも、インスタント

メッセージをこちらに送信することもできなくなります。

手順

ステップ 1 [Jabber] > [環境設定] > [プライバシー]を選択します。

ステップ 2 [ポリシー]セクションでプライバシー設定を選択します。

ステップ 3 [設定]ウィンドウを閉じて、変更を適用します。
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オーディオデバイスの変更

手順

ステップ 1 ヘッドセットなどのオーディオデバイスを適切な USBポートに差し込みます。

ステップ 2 [Jabber] > [環境設定] > [音声/ビデオ]を選択します。

ステップ 3 ハードウェアが認識されたら、ドロップダウンリストからオーディオデバイスを選択します。

ステップ 4 オーディオデバイスの音量を調節します。

ステップ 5 [設定]ウィンドウを閉じて、変更を適用します。

コールの転送

Cisco Jabberからコールを転送することができます。

手順

ステップ 1 [Jabber] > [環境設定] > [コール]を選択します。

ステップ 2 [コール転送]を選択します。

ステップ 3 [コールの転送先]セクションで選択リストから選択するか、新しい番号を追加します。
a) [+]（プラス）ボタンを選択して、選択リストに新しい番号を追加します。
b) 電話番号を入力します（このとき、国別コードとエリアコードも入力します）。

URI ダイヤル
Uniform Resource Identifiers（URI）でコールの発信および連絡先の解決を実行するために URIダイヤルを使用できま
す。

Cisco TelePresence Video Communication Server（VCS）に接続しているユーザは、関連付けられた URIを使用してのみ
アクセス可能です。

たとえば、Anita Perezという名前のユーザには、aperez@example.comという SIPURIが電話番号に関連付けられます。
URIダイヤルでは、ユーザは電話番号より SIP URIで Anitaに発信することができます。

Microsoft Outlook からの連絡先のインポート

Microsoft Outlookからインポートする連絡先には SIP URIを含めることができます。 Apple OS X Maverickバージョン
10.9以前のリリースでは、Macアドレスブックに一部の文字を表示できません。たとえば、aperez@example.comが
aperezexamplecomのように表示されます。ただし、これらの URIを使って検索および発信を行うことはできます。
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SIP URI の設定

Macアドレスブックの連絡先用に SIP URIを作成することができます。

はじめる前に

Cisco Jabber for Macの Address Book Plug-inが設定されていることを確認します。

手順

ステップ 1 Macアドレスブックのユーザを選択し、[編集]を選択します。

ステップ 2 連絡先カードの電話セクション内で、連絡先の SIP URIを追加します。

ステップ 3 [終了]を選択します。

SIP URI による連絡先へのダイヤル

SIP URIを使って連絡先に発信することができます。

手順

ステップ 1 @記号とその後に最低 2文字を含む URIの文字を入力します。たとえば、aperez@exです。
コールのブリックレット（bricklet）に結果が表示されます。

ステップ 2 SIP URIを使用して連絡先に発信するには、ブリックレットの [発信]を選択します。

対応中のコールの転送

手順

ステップ 1 詳細メニューアイコンを選択して、[通話の転送]を選択します。

ステップ 2 通話の転送先の相手を見つけます。

ステップ 3 [転送]アイコンを選択すると、通話が転送されます。

ミーティングアカウントの追加

Cisco WebExサイトを Cisco Jabberに追加して、オンライン会議の開始、参加、および管理を簡単に行うことができま
す。
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クラウドベースの導入では、SSOに設定されているミーティングサイトを追加することができないため、このサイト
を Cisco WebEx管理ツールで作成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Jabber] > [環境設定] > [ミーティング]を選択します。
管理者によってプロビジョニングされたサイトを編集または削除することはできませ

ん。

（注）

ステップ 2 [ミーティングサイト]ドロップダウンリストを選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストから [ミーティングサイトの編集...]を選択します。

ステップ 4 プラス（+）ボタンをクリックして新規ミーティングサイトを追加します。

ステップ 5 次のフィールドで必要な設定を入力します。

[サイトURL]

Cisco WebExサイトの名前（例：cisco.webex.com）

[ユーザ名]

自分のユーザ名

[パスワード]

自分のパスワード

ステップ 6 [適用]を選択します。

アクセシビリティ

グレースケールのステータスアイコン

グレースケールのステータスアイコンはモノクロで、記号を使用してアベイラビリティを示します。

グレースケールのステータスアイコンを使用するには、[Jabber] > [環境設定] > [ステータス] > [マーク表示のプレゼン
スアイコンを使用]を選択します。

次の表に、標準的なステータスアイコンとグレースケールのステータスアイコンを示します。

説明グレースケールアイコン標準的なアイコン

応答可能

退席中

応答不可
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説明グレースケールアイコン標準的なアイコン

応対不可

キーボードショートカット

キーボード操作アクション

Command+1キー移動して連絡先を選択する

Command+2キー移動して [チャット]タブを選択する

Command+3キー移動して [通話履歴]タブを選択する

Command+4キー移動して [ボイスメッセージ]タブを選択する

Command+5キー移動して [ミーティング]タブを選択する

Command+Dキー連絡先を追加する

Shift+Command+Tキー連絡先ビューを展開表示（展開/折りたたみの切り替え）

Shift+Command+Hキーオフライン連絡先の表示（表示/非表示の切り替え）

Command+/キーメイン Cisco Jabberウィンドウにフォーカスを移動

対応中のコール

キーボードのショートカットアクション

Command+Kキー終了

Option+Command+↓キー音声のミュートの ON/OFFを切り替える

↑キー音量を上げる

↓キー音量を下げる

[会話]ウィンドウがアクティブなときにメニューからア
クセスするか、Tabキーまたは Shift+Tabキーを押して
ウィンドウ内のボタンとオブジェクトを移動します。

保留

Option+Command+Tキー通話の転送
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着信コール

キーボードのショートカットアクション

Command+Lキー通話に応答する

[会話]ウィンドウにフォーカスが入っているときにTab
キーまたはShift+Tabキーを押すと、[拒否]ボタンと [応
答]ボタンの間を移動できます。

拒否、応答

1 Ctrl+Command+Spaceキーを押し、Cisco Jabberステー
タスメニューを開きます。

2 ↓キーを押してメニューオプション内を移動し、
[xxx-xxx-xxxxからの呼び出しに応答]を選択します。

3 Enterキーを押します。

通話に応答し、発信者 IDを表示する

インスタントメッセージ

キーボードのショートカットアクション

Command+Nキー選択した連絡先とのチャットを開始する

Option+Shift+Command+Nキー選択した複数の連絡先とのグループチャットを開始す

る

Command+Wキーチャットを閉じる

Ctrl+Tabキーメッセージテキスト入力フィールドを終了する

Option+Shift+Command+Tキーデフォルトフォントを復元する

Command+Tキーすべてのフォントを表示する

Command+Bキー太字を適用する

Option+Command+Iキーイタリック体を適用する

Command+Uキー下線を適用する

Command++（プラス）キー拡大する

Command+-（マイナス）キー縮小する

Shift+Command+Cキー色を表示する

Option+Shift+Command+Cキースタイルをコピーする

Option+Command+Vキースタイルを貼り付ける
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グローバルショートカット

Cisco Jabberウィンドウがバックグラウンドの場合のグローバルキーボードショートカット。

キーボードのショートカットアクション

Ctrl+Command+Lキー通話に応答する

Shift+Command+0（ゼロ）キーまたは
Command+)キー

アプリケーションで選択したテキストをダイヤルする

1 Ctrl+Command+Spaceキーを押し、Cisco Jabberステー
タスメニューを開きます。

2 ↓キーを押してメニューオプション内を移動し、
[xxx-xxx-xxxxからの呼び出しに応答]を選択します。

3 Enterキーを押します。

通話に応答し、発信者 IDを表示する

ボイスメッセージ

キーボードのショートカットアクション

DELETEボイスメッセージを削除する

Option+Command+Deleteキーボイスメッセージのごみ箱を空にする

Option+Command+Pキーボイスメッセージの開始（開始/停止の切り替え）

Command+4キーボイスメッセージタブを表示する

コール

キーボードのショートカットアクション

Shift+Command+N発信する

Command+Rキーリダイヤルする

Option+Command+Cキー連絡先リストで選択した連絡先に発信する
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キーボードナビゲーション

Tabキーと矢印キーを押してメインウィンドウメニュー内を移動します。

トラブルシューティング

オーディオおよびビデオデバイスの設定の確認

オーディオおよびビデオデバイスに問題がある場合、選択済みのデバイスを確認することができます。

手順

ステップ 1 [Jabber] > [設定]を選択します。
[一般設定]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [音声/ビデオ]を選択します。
[音声/ビデオ設定]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 デバイスの設定を確認します。

接続ステータスの確認

機能に問題がある場合は、接続ステータスを確認してみます。たとえば、ボイスメッセージにアクセスできない場合

などがあります。

手順

ステップ 1 [ヘルプ] > [接続状況の表示]を選択します。
サーバ接続ステータスウィンドウが開きます。

ステップ 2 リスト内の各サーバについて、表示されているステータスが [接続中]になっていることを確認します。

•サーバ接続がすべて接続中となっている場合は、[コピー]を選択してその情報を取得し、システム
管理者に送信します。

•サーバ接続が接続中以外のステータスの場合は、[アカウントを開く]を選択して、アカウントの設
定が正しいことを確認します。問題が解決しない場合は、システム管理者に報告してください。
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問題の報告

Cisco Jabberに問題がある場合は、システム管理者から問題解決の支援を得られるように問題レポートを作成すること
ができます。

Problem Reporting Assistantがレポートプロセスについて手順を示します。生成される問題レポートにはコンピュータ
のログが含まれます。

手順

ステップ 1 [ヘルプ] > [問題を報告する]を選択します。

ステップ 2 問題に関する情報を入力し、[続行]を選択します。

ステップ 3 [生成]を選択して、問題レポートを作成します。

ステップ 4 [レポートを送信]を選択して、システム管理者に送る電子メールを作成します。
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